
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年５月 

 

ひがしそのぎみらい工房 

実施報告書 

東彼杵町総合計画策定のためのワークショップ 
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１．ワークショップの概要 

（１）ワークショップの目的 

「ひがしそのぎみらい工房」は、東彼杵町総合計画の策定にあたり、町内に住む様々な立場の方からこれまでの

町の様子やこれからのまちづくりの方向性について幅広い意見をいただき、計画へ反映していくことを目的とする。ま

た、東彼杵町に関わる人々が、まちづくりを自分事として認識し、今後の取り組みを進めていく上で理解や協力のあ

るまちの土壌づくりへとつなげていくことを目的に開催する。 

実施については「子育て世代」「まちのことをみんなで考えたい方」「若者世代」「移住してきた方」「自営業の方」

のターゲットごとに実施し、町内で似たような立場にある方同士で話あっていただくことでターゲットごとの課題の洗い

出しや共有を行う。 

 

（２）ワークショップの開催概要 

1 回目テーマ【令和４年度】 

【みんなでつくる“まちの通信簿”】 

・現行計画期間中の町の取り組みや町全体への評価(いいところ・悪いところ)を行い、グループディ

スカッションの後、改めて知った魅力や課題などを含め、まとめてもらう。 

日程 

3/11(土)：子育て世代：9：30～11：45 

     町のことをみんなで考えたい方：13：30～15：45 

3/12(日)：若者世代：9：30～15：45 

     移住してきた方：13：30～15：45 

3/24(金)：自営業の方：19：00～20：45 

 

２回目テーマ【令和５年度】 

【みんなでつくる“まちの未来予想図”】 

・10年後の東彼杵町の姿や主体別のいいところを思い浮かべ、その実現に向けた「住民ができるこ

と」「行政がやること」についてアイデアを出し合う。 

日程 

４/１(土)：子育て世代：9：30～11：45 

     町のことをみんなで考えたい方：13：30～15：45 

４/２(日)：若者世代：9：30～15：45 

     移住してきた方：13：30～15：45 

４/14(金)：自営業の方：19：00～20：45 

参加者数 

対象 子育て世代 
まちのことを 

みんなで考えたい方 
若者世代 移住してきた方 自営業の方 計 

１回目 ９人 ５人 ６人 ９人 15人 43人 

２回目 ８人 ２人 ６人 ４人 ６人 26人 

  



2 

（３）１回目ワークショップのワークシート 

１回目では、「まちの通信簿」ワークシートを使用し実施した。また、最後に参加者にまとめシートを記入してもらっ

た。 
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（４）２回目ワークショップのワークシート 

２回目では、「まちの未来予想図」ワークシートを使用し実施した。前半では「東彼杵町のプロフィール 2034」とし

て、10 年後の町の様子を考えてもらい、後半ではそのプロフィールの実現に向けて、「住民ができること」「行政が取

り組むこと」について付箋によるアイデア出しを行った。また、最後に参加者にまとめシートを記入してもらった。 
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２．第１回ワークショップ結果 

（１）子育て世代 

評価の観点 
大変 

よい 
よい 

がんばり

ましょう 

登校時の見守り ○     

公園が少ない、あるけど遠い     ○ 

近くに病院（小児科）がない     ○ 

お店が少ない     ○ 

テクノパークあたりの景色がよい ○     

学校教育がよい ○     

施設が利用しにくい（予約とかデジタルで）     ○ 

子どものあいさつがよい。素直 ○     

定期券が買いにくい     ○ 

子育て支援の情報が届きにくい     ○ 

医療費控除の手続きが煩雑     ○ 

学習塾の数やメニューが少ない（プログラミングなどをさせることができない）     ○ 

スポーツメニューを増やして     ○ 

スポーツクラブを安く利用できる   ○   

移住者との交流の機会を（転入時に詳しく説明を）     ○ 

各地区のパンフレットがあるとよい     ○ 

学童の活動の充実 ○     

子どもが使う道路の安全性の確保     ○ 

そのぎ茶が有名になってきている ○     

町営バスが小回りがきいてよい   ○   

自然が近く、地域の人が子どもに関わりを持っている ○     

働く場所が少ない。特色ある教育で子どものスキルを伸ばす     ○ 

通信、交通がよくなってきている ○     

 

地域と子どもの関わりが根付いているところがとてもよい。特産物の PRが充実している。自然景観

もよい。生活の基盤となる病院や子どもたちが遊ぶ公園がもっと増えたらどの世代も住みやすくなる

と思います。情報の発信はできているが、もう少しわかりやすい方法でやってもらえるとよい。 

地域のつながりがあり、みんなが協力しようという思いがある。自然が豊かで景観がよい。水がおい

しい、だから米もおいしい！町民向けの情報発信がうまくいかず、イベントの盛り上がりに欠けるこ

とがあるので、官民協力して広く伝える努力が必要。子育てに色々な選択肢のできる町にしていきま

しょう。 



5 

（２）町のことをみんなで考えたい方 

評価の観点 大変よい よい 
がんばり

ましょう 

町営住宅の整備（オシャレな戸建）     ○ 

コンパクトなまちづくり     ○ 

家賃が高い（田舎なのに…）     ○ 

地域の交わり（祭、イベント…）     ○ 

豊かな自然、アクセスの良さ ○     

中心部に宿泊施設がない     ○ 

災害が少ない   ○   

農家さんの活躍の場     ○ 

荒廃農地の活用     ○ 

お茶以外の特産品開発     ○ 

企業誘致（収入源の確保）     ○ 

例えば老人会と子ども会の交流（以前はあった…）     ○ 

 

住民所感 

地域のつながりがあり、自然環境や交通アクセスがよい点は今後も続けていくべき。地域の伝統をど

うつなげていくか、丁寧な説明が必要。次の世代への積極的な投資で地域に根づいてくれる環境づく

りをしてほしい。お祭りの復活を！お年寄りの力を引っぱりだして地域や若者を巻き込み盛り上げよ

う。 
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（３）若者世代 

評価の観点 大変よい よい 
がんばり

ましょう 

旧千綿小（廃校）の使い道→商業施設にしては？     ○ 

宿泊施設がほしい     ○ 

猪が出る     ○ 

街灯がほしい     ○ 

学校の近くに家があって住みやすい   ○   

バスが少ない     ○ 

人がよい（あいさつがよい） ○     

千綿方面が発展していて、彼杵がんばれ     ○ 

町外からの評判がよい   ○   

町名が読みづらい     ○ 

若者がずっと住みたいとあまり思わない     ○ 

JR 定期券の支援をしてほしい     ○ 

農業体験ができるのはよい ○     

農業後継者が少ない     ○ 

無形文化財の保存（坂本・人形）   ○   

自然が豊か（夕日がきれい） ○     

千綿駅が有名 ○     

交通アクセスがよい ○     

千綿駅に快速が止まらない     ○ 

歩道が狭い（自転車も）     ○ 

公共の場の wi-fi設備     ○ 

2 次会の場所がない     ○ 

学生の自習スペースがない（月曜日、図書館が休み）     ○ 

商業施設が少ない     ○ 

子育て支援が充実している ○     

犯罪が少ない ○     

道にごみが多い     ○ 

駅の近くにコンビニがほしい     ○ 

やすらぎの里（景観もよい）   ○   

歯医者が多い   ○   

海に面している ○     

情報発信が足りない（町のカフェ、お店）     ○ 

小中学校での表彰が広く紹介してもらえる ○     
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お祭りが充実している   ○   

花火大会があつい   ○   

 

住民所感 

人がよくて、自然が豊かで、交通アクセスがよい。子育てに向く町ではある。でも、若者世代からす

ると商業施設が少なく、不便に感じる。教育施設を充実させてほしい。カフェや千綿駅など若者に人

気のあるスポットを SNSなどで発信して、人が集まる彼杵のよさをアピールする。二次会をできる場

所があればさらに嬉しいです♡ 
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（４）移住してきた方 

評価の観点 大変よい よい 
がんばり

ましょう 

地区住民の交流が充実していた。今後は？？     ○ 

上下水道が十分ではないかも     ○ 

働く場所がない     ○ 

野菜や果物が新鮮   ○   

短期滞在型施設（農・商・学）     ○ 

キャリアを活かせる方法、情報がない     ○ 

地区の除草作業をやりやすく（人件費を出す）     ○ 

病院（外科）がない（あるけど）     ○ 

空港バス停を千綿に停めてほしい     ○ 

看板 千綿駅に大型バスが入れる整備     ○ 

新港グランドの駐車場を増やしてほしい     ○ 

移住者のアプローチをもっともっと     ○ 

空き家、住宅がない（情報少ない）     ○ 

情報発信がわかりにくい     ○ 

美味しいものが多い（地産） ○     

子育てに向く ○     

隣町、市から学校に行けるシステム     ○ 

教育に「力」     ○ 

上下水道は安心して使える   ○   

若い方に税を活用してほしい（子育て）（教育）   ○   

農地転用→宅地開発     ○ 

農地利用→行政貸地！！     ○ 

グラウンドゴルフ場が充実している ○     

高台からのながめ（海・空） ○     

海がきれい ○     

JR、大村線、電車からのながめ ○     

豊かな自然、あったかい人情 ○     

緑が多い（空気がよい）   ○   

高校がない     ○ 

子どもたちの遊びやすい場、施設が少ない     ○ 

交通の便がよい ○     

街灯が少ない少ない！！暗い～     ○ 

飲み屋が少ない     ○ 
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公園が少ない！     ○ 

スーパー、買い物をする所がない！！     ○ 

車社会   ○   

野良猫が多い     ○ 

イベントが少ない     ○ 

公共Wifi     ○ 

空き家が少ない。あっても汚い。すぐ住めない     ◎ 

町がコンパクトで生活しやすい ○     

上下水道、排水の仕組みが整っていない。川や海をきれいにし

たい！！ 
    ◎ 

農地が借りにくい     ◎ 

家賃が高い     ◎ 

みかんの種類が多い、美味しい、安い ○     

自治会費が何に使われているか不明     ○ 

生活していくためのお役立ち情報が少ない（隣市に比べて）     ○ 

文化的なイベントをもっとしてほしい。住民が活用しやすいよ

うにしてほしい！！ 
    ◎ 

小児科、産婦人科がない     ◎ 

０～２歳児の保育料を無償にしてほしい     ◎ 

オーガニック食品のお店がほしい     ○ 

近所に公園がほしい（小さいやつ）     ◎ 

移住者支援が充実している ○     

オーガニック農産物の生産支援がほしい！！     ○ 

住民の方が優しい親切 ○     

道の駅の商品が新鮮でリーズナブル ○     

17 時のサイレンを楽しい音声に変えてほしい     ○ 

交通のハブとなっていて、色んな場所へアクセスしやすい ○     

街灯が少なく、夜間外出がしづらい     ○ 

線路、道路沿いのだん竹（だ竹）を伐採してほしい！活用する

べき！ 
    ○ 

 

住民所感 

子育てに向く自然環境はある。さらによくなるには住環境、教育、情報発信がこれからの課題にな

りそうだ。既存のネットワークや住民との交流・サービスの取り組みを考察してほしい（具体的に

よいのかの提示が必要かも）。 

自然がいっぱいで人もよく、とても住みやすい町なのに家が無いから紹介できない。人口が年々減

少しているので、この問題が大きい。子育てがしやすい環境づくりに力を入れてほしい。 
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（５）自営業の方 

評価の観点 大変よい よい 
がんばり

ましょう 

若者が少ない           〇 

鳥獣被害が多い     〇 

耕畜連携   〇   

町内の交通手段が無い     〇 

小児科が無い     〇 

水が良い ◎     

自然環境を生かした町づくり     〇 

利便性が良い  〇     

農作物がおいしい  ◎     

災害に弱い      〇 

補助事業が足りない      〇 

人が暖かい  〇     

景観が良い(夕日・海・山）  〇     

協力性が良い  〇     

町の PRが足りない     〇 

子育て支援(出生祝、チャイルドシート、ベビーカー）  〇     

小児科なし（誘致）      〇 

国立病院へのアクセス    〇   

婚活事業(相席居酒屋)      〇 

婚活運動会の実績有  〇     

子ども遊び場、ファミリー向け      〇 

防犯への取り組み(カメラ)      〇 

図書館の新設      〇 

教育・文化施設、スポーツ施設誘致      〇 

アウトドア、釣り道具レンタル、四つ池の活用      〇 

新幹線トンネル活用 （千綿添線県道）     〇 

農工商連携      〇 

加工所(農産加エセンターのような）      〇 

温泉     〇 

イノシシ多発!!（耕作放棄地多い）      〇 

広域農道の活用      〇 

景観良、インスタ映え、人  〇     

交通アクセス、IC・空港・JR  〇     
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(商工業の活性)観光、宿泊施設、観光農業、景観の活用      〇 

人材不足(農業は茶時期に不足)、学校がない、外国人労働者※

年間通じた雇用環境  
    〇 

居住環境、空き家あるが貸し手不足      〇 

新築はある   〇   

バスの便減少      〇 

家が少ない(移住の方、一軒家)      〇 

公園が無い(家族連れ難しい)→買い物して食べてのんびりでき

ない  
    〇 

お茶が優遇され過ぎている、他の銘産あるのに！     〇 

⇔東そのぎと言えば…「お茶」ex波佐見＝焼物、川棚は…？ 〇     

役場の方々身近に感じます  〇     

国立の病院が近い  〇     

町内のかかりつけの病院が少ない      〇 

子育て支援が手厚い  〇     

大村湾を眺める景色が  〇     

消防団の負担が増大      〇 

川内郷の奥に 5G      〇 

高齢者が元気 〇     

人の優しさ  〇     

交通の便が良い  〇     

農作物について地域を上げてのサポート、バックアップ  〇     

車がないと不便      〇 

他の地域に行くために絶対に通らないといけない道がある  〇     

地元産の食材が美味しい、手に入りやすい  〇     

定食屋がない      〇 

学校以外での学びスポットが少ない     〇 

 

住民所感 

利便性、景観、人の心、農産物は大変良く生活する上で環境(自然)も良い。そのぎ町の良い点を外部

へ PRする事で、より多くの人達が町へ足を運び、町が活性化する事につながる。若者が楽しむ場と

しての商業施設や若者が広く交流できる施設の充実をする事が、そのぎ町の活性化につながる。 

幅広い世代が活躍できる町、農工商が循環すると、地域経済がまわり出し補助金にたよらなくても

継続できたり、課題解決する町になったら町の価値になると思います。 

10 年前はそのままでいいとの意見だったがこの先は何かを変えないといけない。移往希望者が往む

環境が整っていない。改善すれば移往者が増えるかも。 
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３．第２回ワークショップ結果 

（１）東彼杵町のプロフィール 2034 

① 子育て世代 

10年前から変わらずあるいいところ 10年前から変わったいいところ 

・景観(山から見おろす景色) 

・登校時の見守り 

・近所付き合い、つながり 

・伝統芸能 

・合併してない 

・交通アクセス 

 

①医療費・給食費・保育料・授業料、通学費の無償

化 

②大型商業施設ができている 

③図書館(自習スペース） 

④賃貸住宅が増えている 

⑤町内のスポーツクラブ施設が増えている(シー

ハットみたいな!) 

⑥プログラマーを育成する施設 

茶市の存続 

茶畑、田んぼの継続（荒れない） 

第一希望の園(3つの園がある!)に入れる!学童も続

いている 

子どもとのコミュニケーション、あいさつ 

第二子以降保育園無料(継続) 

子育て支援が充実している 

町営バスがもっと乗りやすく、便利に（１時間～

２時間おきとか） 

荒れた土地がなく、きれいな景観! 

公園がふえている。声がにぎやか 

地域で子どもを見守る 

スーパーができる 

男性が育児に協力的(あたり前に参加して!) 

男性の家事育児能力の向上 

農業の後継ぎがいる 

育児休暇、男性の家事参加 

もう１度海水浴 

（イノシシ等）獣の被害がない 

 

聞いてみました！１０年後の東彼杵町の「ここがいい！」 

町外に通う子育て世代が感じるいいところ 東彼杵中学校に通う若者世代が感じるいいところ 

① があるから都会のような利便性がなくてもい

なか暮らしができる。通勤支援がある。 

完全スクールバス、校舎と給食センターが新しく

なった。 

食の安心安全、地産地消、大型スポーツ施設がで

きた。 

第 1 希望の園に入れる!３つの園がある!男性

も、みんなで!楽しく育児参加！ 

働きやすい 

(東彼杵での遊び、自然遊び含めて)遊ぶ所がたく

さんある 

きれいな学校に通いたい!(雨もりも今はあるし…

改装するか新しく!) 
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働きながら子育てしてても、自分の時間もも

てる! 

農業を営む方が感じるいいところ 移住し自営業を営む方が感じるいいところ 

オーガニックへの支援→特産品が増えた→新規農

業従事者、後継者が増える→働く場所が増え人口

も増える 

・オーガニックの仕入れがしやすい。 

・起業・出店時の支援(補助金）。 

・PR(町からの)チラシ、HP、SNS。 

耕作放棄地がない、農業の収入 UP!害獣の被害心

配なし!道の駅や地元のお店と連携して販促 

・道の駅に出品して、たくさんお客さんが買って

くれる 

美味しい食材が手に入る道の駅に出品して、たく

さんお客さんが買ってくれる 

美味しい食材が手に入る 

 

10 年後の理想の人口 

8,000 人（～14歳→15％、65歳～34％） 

7,500 人（～14歳→10％、65歳～39％） 

7,500～7,700人 

 

② まちのことをみんなで考えたい方 

10年前から変わらずあるいいところ 10年前から変わったいいところ 

景観、自然(龍頭泉)番神山(山頂)、茶畑の景観、特

産品としての「そのぎ茶」 

地域による自然環境の保全活動 

地域住民の豊かなつながり 

歴史文化の伝承 

住む場所(オシャレな戸建)がたくさんある 

佐世保方面への交通アクセスがさらに良くなった 

荒れた農地が減って、映えスポットがたくさん！ 

高齢者の交通手段(セニアカー)が充実している

(購入補助 etc) 

 

聞いてみました！１０年後の東彼杵町の「ここがいい！」 

町外に通う子育て世代が感じるいいところ 東彼杵中学校に通う若者世代が感じるいいところ 

ファミリーサポート(ファミサポ)が充実 

地域で子育て支援(ささえあい) 

新校舎で学べる 

スポーツで全国大会出場! 

農業を営む方が感じるいいところ 移住し自営業を営む方が感じるいいところ 

農業ヘルパー制度が充実している（お嫁さんがき

てくれた！） 

地産地消のお店ができる。農家との協業 

 

10 年後の理想の人口 

7,500～8,000人 
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③ 若者世代 

10年前から変わらずあるいいところ 10年前から変わったいいところ 

・若者が集まるようなカフェやお店 

・自然が豊か 

・お茶日本一であり続ける 

・交通手段 

・犯罪が少ない 

・移住支援 

・農業体験 

・人が温かい 

・千綿駅 

・快速が止まるようになった 

・校舎がきれいになった 

・役場がキレイになった 

・旧千綿小が何かになっている(人が集まる) 

・学生の自習スペースが豊かになっている 

・歩道が広くなっている 

・公共施設にネット環境 

・街灯が増えた 

・飲食店が増えた 

 

聞いてみました！１０年後の東彼杵町の「ここがいい！」 

町外に通う子育て世代が感じるいいところ 東彼杵中学校に通う若者世代が感じるいいところ 

・保育園の充実 

・見守り隊がいるから安心 

・近所のサポート 

・放課後に子供をあずけることのできる施設があ

る 

・保育料が町内在住者は無料 

・家賃が安い 

・二次会する所が充実している 

・英語の授業の充実 

・デジタル学習の充実 

・遊び場と、そのための交通機関 

・クラスが別れない 

農業を営む方が感じるいいところ 移住し自営業を営む方が感じるいいところ 

・後継者がいっぱいいる 

・そのぎの米がブランド化している 

・労働力が増える 

・アスパラ、いちご狩り農園、牛（和牛）（ブラン

ド化） 

・水がキレイ 

・機械化の進化 

・地元飲食店との連携(まつうら) 

・事業を始めるための支援の充実 

・人のつながりが深い 

・にぎやか 

・空き家の活用ができる 

・地元の人たちとつながる場所がある(まつうら) 

 

10 年後の理想の人口 

8,000 人 
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④ 移住してきた方 

10年前から変わらずあるいいところ 10年前から変わったいいところ 

農業を継続できている。廃業しなくてすむ。２つ

の小学校が残っている。３つの保育園も残ってい

る 

自然や美しい景観 

合併せずに東彼杵町として残っている 

茶市などのイベント、集会が続いている。消防団

が続いている。いい意味で（見守り） 

(行事等)子ども会、図書館がある 

みんなが見てくれる→みんながお互いを気にかけ

てくれる 

病院が継続している 

図書館がきれいになる 

子ども会、自治会、老人会行事の復活(今あるもの

もある！） 

自治会等の集まりに 40～50代参加（今は 70代メ

イン） 

空屋の心配がなくなる(活用が進む) 

 

聞いてみました！１０年後の東彼杵町の「ここがいい！」 

町外に通う子育て世代が感じるいいところ 東彼杵中学校に通う若者世代が感じるいいところ 

地域に見守ってもらえる、子どもが自由に(のびの

び)遊べる 

自然の中で遊べる 

茶摘み、田植え体験 稲刈りしめ縄体験楽しい！ 

遠足が楽しい！ 

季節の事業が楽しい！ 

農業を営む方が感じるいいところ 移住し自営業を営む方が感じるいいところ 

手伝ってくれる人がいる 

(仕入れの)お店がある 

つながり助け合い協力がある 

AI 等デジタル技術活用、いちご等されてる 

デジタル化への支援がある 

美しい自然、景観(夕日がキレイ!) 

 

10 年後の理想の人口 

7,500 人（高齢化率～40％まで） 
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⑤ 自営業の方 

10年前から変わらずあるいいところ 10年前から変わったいいところ 

・そのぎ茶がおいしい 

・景観が良い 

・移住者が増える 

・人が暖かい 

・若者が活発である 

・交通の便 

・高齢者が元気 

・給食のおいしさ 

・子育て支援がさらに充実（補助金、教育にお金

がかからない） 

・小児科、児童歯科があって便利 

教育⇔医療⇔福祉 

学童の充実 

オールラウンド 

 

聞いてみました！１０年後の東彼杵町の「ここがいい！」 

町外に通う子育て世代が感じるいいところ 東彼杵中学校に通う若者世代が感じるいいところ 

・保育料無償 

・町内で医療、学童が充実 

・安心して子育てできる（日本一） 

・スポーツをする環境 

・Eスポーツ部 

・Wifi環境 

・やりたいことができる 

・町外からの交流ができる 

・海外との交流ができる 

農業を営む方が感じるいいところ 移住し自営業を営む方が感じるいいところ 

・労働力が確保しやすい（外国人も） 

・新規就農へのサポート 

・親元就農へのサポート（事業承継へのサポート） 

・スマート農業の推進 

・設備投資への助成 

・農業種交流の充実 

・広報の充実（ネット含む） 

 

10 年後の理想の人口 

8,000 人 
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（２）10 年後のために私たちができること 行政がやること 

①交流 

 住民 行政 どちらも 

子育て 

・あいさつができる町 ・移住者に向けて大まかでは

なく、自治会レベルのルー

ルのお知らせ。マニュアル

作りや自治会へつなげる 

・自治会行事を絶やさない

（増やしすぎない） 

・自治会の話し合いの回数を

減らしてほしい 

・町の PR（SNS とか）を町

全体で行う 

・あいさつをする ・移住者が最も多くなる施策

をしてください（行政へ） 

・みんなが参加しやすいイベ

ントを増やす 

・ふるさとふれあい祭りの復

活！ 

・小さな自治会では（子供会、

老人会は一緒に行っている

が）行えない行事関係自治

会の運営などで不便。合併

できたらよい 

・川内郷は公民館が避難場所

として適さないため、総合

会館まできている。地区で

避難する建物があったらよ

い 

・郷に転入して来た人（移住

者も）がその自治会に入ら

ない方が多いと聞くので、

転入した人はすべて自治会

に入って郷民みんなと交流

を持ってもらいたい。互い

に支え合う 

まちの

こと 

・子どもたちとの交流。例）

老人会との七夕作り 

・毎年虚空蔵に登ることを続

ける 

・新型コロナで２～３年老人

活動ができなかったが…こ

れからは… 

・高齢者の認知症が増えてき

た。コロナのせいか声かけ

が大事かな 

・仏壇バンクの創設（空き家） 

・グリーンスローモビリティ

の活用（観光） 

・ふれあいまつりの復活 

・トラック（軽トラ）市の開

催 

・お盆に精霊流しがなくなっ

た。ふる里へ帰って来る人

と会えない。やりたい 

  

若者 

世代 

・地域の人と仲良くする 

・SNSで地元のお気に入りの

店でご飯をたくさんアップ

する 

・二次会場所の充実 

・地域の行事に参加する 

・FM 東彼杵。コミュニティ

ラジオ 

・ウレる。 

・地域と地域の交流をしてほ

しい 
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移住 

して 

きた方 

・地域の子育て応援、見守り 

・老人クラブ活動、グラウ

ンドゴルフ 

・町のイベント祭りの積極的

な参加 

・ポテンシャル。将来おきる

空き家活用。家族間での話

し合い 

・移住、空室バンク情報 

・空家の情報提供 

・空家を住みやすくする整備

（具体的リノベーション）、

収益（金額、Before、After） 

・自治会、青年部 

・サラリーマンが参加できる

環境 

・婦人会女子部 

・イベント。大きくても小さ

くても使える便利な場所→

旧千綿小活用 

自営業 

の方 

・地域の祭り、イベントの開

催 

・住民参加型のイベント開催 

・草払い オリンピック 

・公的相席居酒屋 

・ドライブスルー 婚活 

  

② 産業 

 住民 行政 どちらも 

子育て 

・町内で買物をする（地産地

消） 

・町内の求人情報 ・安心、安全な農産物の生産 

・農・商の連携。農→商への食

材の直売 

・新規就農者、後継者へのバッ

クアップをしっかりしてほ

しい 

・道の駅でイベント 

・茶市のバージョンアップ 

・町内産の野菜を買う ・田んぼがいつも緑に包まれ

ているように米と裏作が行

われるような裏作への助成

をしてほしい 

・東彼杵町の海や山が素晴ら

しい景観を保ってほしいの

で、海岸をきれいに整備し、

海水浴場ができている山林

の整備 

・コスモスとか食品、医療品な

どの生活用品が１つの店で

購入できる店舗がほしい 

  

まちの

こと 

・農産物の加工品作り（地域の

女性活用） 

・自分の農地はなるべく自分

で管理 

・町観光協会の充実（人員増） 

・有機農業への広域的な支援 

・起業化支援補助金の創設（町

単独） 

・大規模商業施設用地の開発 

  

若者 

世代 

・地域の食材を買う 

・さとふるの利用 

・そのぎで作られた特産物を

SNSで紹介する 

・商業施設化 

・カラオケ、ラウンド１ 

・そのぎ茶を全国各地の自販

機に入れる 

・彼杵駅に売店を作る 

・地元の食材を優先的に食べ

る。地産地消 

・農業の機械化 

・千綿駅付近の活性化（お店が

並んだりとか） 

・観光ができる場所を増やす 
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移住 

して 

きた方 

  ・休農地利用、行政貸出、一般

町民、他県 

・東彼杵、水を利用した企業誘

致 

・道の駅を利用した商業（小商

い）、トライアル→自営業増

やす取り組み 

・クラウドソーシング研修の

継続 

・農業体験受入れ 

・農業体験を企画 

・商店街の復活 

自営業 

の方 

・商工・農林のコミュニケーシ

ョンの充実 

・茶に代わる産業発掘。関わる

町民＞一社企業、大会社 

・ドローン配達 

・小規模な農家が営農を続け

られる支援 

・コストコの誘致 

・黄金の茶室をつくる 

・温泉、サウナ 

  

③ 保健医療福祉 

 住民 行政 どちらも 

子育て 

・支援施設の利用（子育て） 

・健康のために運動する 

・療育施設を作ってほしい 

・独居老人が利用できる無料

タクシー（通院等） 

・（初産）妊娠期の支援 

・出産後のスケジュール 

・体験談とか 

・子どもを育てる生活への心

構えができる何か 

  

・子ども会の充実（レクリエー

ション、花見など） 

・子育てに関してこういうの

があると助かるとか、こうい

う支援をしてほしいと意見

を出す 

・母子家庭（ひとり親家庭）の

子どもが各々希望する学校、

仕事につけるような支援が

なされる 

・外科関係の病院（医院）がほ

しい 

・耳鼻科がほしい 

・特性を持った子どもに対す

る理解・支援を増やしてほし

い 

・子育て支援に関して、意見を

聴く場を設ける 

・日曜日にも遊ばせられる屋

内遊戯場（児童館） 

・セニアカー購入補助 

・町内の医院に入院できる医

院がない（？）と思うが、数

日でも入院できる医院があ

るとよいと思う 

・補聴器購入補助 

・高齢者が住みやすい町（健康

寿命を伸ばせるような対策

が色々講じられている）であ

る 
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まちの

こと 

・なるべく歩く 

・中学生の 35 ㎞ウォーク復活 

・検診を忘れず受ける 

・高齢者が元気で居続ける仕

組み 

・健診を受けたら町内飲食店

で使えるクーポンもらえる 

・学生へのヘルメット（かっこ

いい）支給か補助 

・セニアカーレンタルの仕組

み作り 

・親子ウォーキング大会 

  

若者 

世代 

・高齢者の方と交流にも参加

する。いきいきサロンなど 

・保育園の無償化 

・子育て世代への支援 

・福祉医療の助成を大学生ま

でに延長してほしい！ 

・マラソンをする（大会みたい

なのを開く） 

  

移住 

して 

きた方 

・健康のための運動声かけ（公

民館活用） 

・グラウンドゴルフへのお誘

い（健康）→空き家活用の洗

脳 

・トレーニング室の活用 

・病院の維持、確保 

・小児科病院 

  

自営業 

の方 

・健康づくり 

・健康診断などで健康予防を

‼ 

・逃げ場、相談できる居場所 

・運動施設の充実 

・小児科専門医常駐 

・小児科の特別支援 

・高齢者 GPS（行方不明者捜

索） 

・教育-医療-福祉 モデル地区

に認定 

・ドクターヘリの離着陸場の

建設 
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④ 環境整備 

 住民 行政 どちらも 

子育て 

・町営住宅を利用する 

・公園を使う 

・国道の景観を守ってほしい

（除草） 

・農地を宅地に（商業施設の家

も） 

・町営住宅の年齢制限（～10 歳

以下、40 歳以上とか、トラブ

ルが起きづらい） 

・大きめの町営住宅を景色の

良い場所に作ってもらう。そ

こからスクールバスや敷地

内に公園等を作ってほしい 

・町でレンタカーシェアリ

ング 

・レンタル自転車がほしい（お

下がりでまわす） 

・子どもが公園までひとりで

行ける道路整備（横断歩道、

むりなら旗とか） 

  

・公園でもっと遊ぶ ・公園イベントの開催！！ 

・車免許を返納した人たちが

セニアカーに乗っているの

で歩道の整備（今歩道が整備

されてない） 

・高齢者が買物、通院に安心し

て通えるように循環する乗

り物がほしい 

・住む所を増やす。土地、アパ

ート 

・子どもがひとりで利用でき

るようなバスにしてほし

い！ 

  

まちの

こと 

・清掃ボランティア ・ダンチク（国道）の撤去、抜

根 

・道の駅を中心としてドック

ランや遊具の設置 

・宅地を増やす（ターゲットを

しぼって）。子育て、移住向け 

・菜の花、コスモス、ひまわり

などで荒れた畑を花畑に 

・荒廃農地対策として、種子

代、圃場整地の助成 

・展望所がほしい。映えモニュ

メントも設置（茶畑絶景） 
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若者 

世代 

・川や海などの自然にゴミを

捨てない。ゴミ拾い活動にも

参加する 

・快速が止まる千綿に 

・歩道の整備 

・定期券などの学校へ行く学

生の交通料の支援の充実 

・千綿駅で IC とか切符、定期

券など駅としての利用 

・タクシー、代行タクシーの充

実 

・自然環境の保持 

移住 

して 

きた方 

・地域の草払い。清掃の協力 

・お寺や神社の掃除 

・佐世保↔東彼杵 道路 

・空港バス、千綿駅停車 

・四季（春夏秋冬）たくさんの

花木 

・千綿駅のタクシー乗り場廃

止。土地（建物）活用の見直

し 

・新規住宅の誘致 

・リフォームへの支援 

・福祉にやさしい道路整備 

  

自営業 

の方 

・災害時の対応 ・トラックターミナルの創設

→物流問題解消に向けて 

・公的家賃補助制度の創設 

・東そのぎ IC、カーブの改良、

山切開き 
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⑤ 生活環境 

 住民 行政 どちらも 

子育て 

・各自治会（子ども会）での立

哨 

・街灯を増やしてほしい 

・防犯カメラの設置 

・無料ゴミ収集場所（古紙、段ボー

ル）の設置 

・消防と自治会の連携 

・ごみを減らす。フードロスを

なくす 

・ダンボール、新聞紙の常時回収場

所 

・フードバンクの取り組み 

・外灯を増やしてほしい 

・防犯上、総合会館外壁の電灯を 22

時まで点灯していただけません

か？（行政へ） 

  

まちの

こと 

・ごみの分別頑張ります ・今、山田川の立ち合いが行われて

いますが、災害のない地域づくり

をしていただきたい 

・ゴミ袋をもう少し大きく（40ℓ） 

・資源ゴミ回収 BOX の設置 

・地域を含んだ防災訓練 

・地区内でごみ処理。高

齢者の方を行っていま

す 

若者 

世代 

・ポイ捨て防止 

・ゴミの分別をしっかりする 

・防犯対策の勉強 

・ネットワーク環境の充実   

移住 

して 

きた方 

・ごみの出し方、マナー声か

け、時間守り 

・火の用心の見廻り 

・近所付き合い、あいさつ、シ

ェア 

・外灯の充実 

・野良猫対策 

  

自営業 

の方 

・子どもの見守り活動 

・ごみの分別の徹底！！ 

・AI 仮想空間に消防、防災設備。災

害シミュレーション 

・防犯カメラの充実 

・消防手当ての増額 

  

 

  



24 

⑥ 教育スポーツ文化 

 住民 行政 どちらも 

子育て 

・町内のスポーツクラブに加

入する 

・東彼杵町の伝統芸能を知る 

・子どものグローバル化。例）

佐世保米軍基地内とのつな

がり 

・プロのスポーツ選手、メディ

アで有名な人を町（学校）に

呼ぶ 

・スポーツ施設（大型）室内外

でできる場所 

  

・部活の指導に入る 

・地域の施設（図書館、公園等）

を利用する 

・学校をきれいに 

・習いごとの充実、支援 

  

まちの

こと 

・スポーツ支援のためのスク

ールバスの活用 

・スポーツ指導者の育成 

・習いごとの送迎バスがある 

・児童体育館を新しくする 

・プログラミングなど IT 教育

の充実 

  

若者 

世代 

・そのぎの伝統的（浮立）なや

つの公演とかをみる 

・運動場（千綿小）で遊ぶ。 

・学生のための自習スペース

の充実 

・スポーツ大会の開催 

・スポーツする場所をつくる

（こうのすみたいな） 

・学校との交流をしたい 

・学生服などの補助金をやっ

てほしい！ 

・学生服、カバンなどのお譲り

会の実施！！ 

・資料館の活用を多くする 

・そのぎをまわる。サイクリン

グができてほしい 

・ホールの活用（学校とのイベ

ント、外部からのイベ等）費

用削減 

移住 

して 

きた方 

・学童ではない小学校高学年

～中学生のたまり場 

・家庭内教育、東彼杵に住み続

ける U ターンする子どもを

育てる 

・小学校合併 

・中・高一貫の教育学校を作る 

・高校を作る（留学制度、住み

家、大宿）。町外学生の受入 

・プロスポーツ選手との交流 

・トレーニング室に若いトレ

ーナー、先生 etc 常駐 

・仲里依紗さんを親善大使

に！ 

  

自営業 

の方 

・自営業の課外授業。商工会体

験（済）→発展 

・総合スポーツ施設を！！ 

・バスケットコート 

・スケボー設備 

・AI やプログラミング授業 
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⑦ 行財政 

 住民 行政 どちらも 

子育て 

・行政サービスを利用する ・情報を誰でも簡単に知れる

ように（SNS、HP、チラシ）

方法 

・手続きを Web で完結できる

ようにしてほしい 

・通勤補助の拡大 

・各種行政サービスをわかり

やすく発信してほしい。例）

動画による説明等 

  

  ・みんなが情報を得やすい工

夫、一括で！ 

・行政の情報やサービスをわ

かりやすい形でわかりやす

く発信してほしい 

・子ども連れでもゆっくり手

続きできるように 

  

まちの

こと 

・SNS で情報収集する ・町内ケーブルテレビ 

・異次元の役場庁舎 

・町ホームページ、SNS充実 

  

若者 

世代 

・住民の方へのあいさつ笑顔

で 

・役場をキレイに美しくして

ほしい 

・公共施設のWi-Fi などのネッ

ト環境の充実 

・役場が町民のたまり場にな

ってほしい 

・役場の議会の方の明るく元

気なあいさつをしてほし

い！！ 

  

移住 

して 

きた方 

・SNS での発信 ・SNS での発信 

・「お茶とくじらの町」からの

脱却プラスαがあれば 

・議員給与UP 

  

自営業 

の方 

・自分（住民）が町に何ができ

るか？考えさせる取り組み 

・行政・議会のオンライン化 

・大村さん、佐世保さん、東彼

杵（川棚さん、波佐見さん）

→連携利用 
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